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米
軍
所
沢
通
信
基
地
内
に
東
西
連
絡
道
路
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
日
本
共
産
党
の
塩

川
て
つ
や
衆
院
議
員
は
二
月
二
十
七
日
の
衆
院
予
算

委
分
科
会
で
、
施
設
の
移
転
新
築
な
ど
機
能
強
化
と

一
体
化
せ
ず
に
道
路
建
設
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う

政
府
に
求
め
ま
し
た
。

　
塩
川
衆
院
議
員
は
通
信
基
地
の
全
面
返
還
こ
そ
が

永
年
の
市
民
の
願
い
で
あ
り
、
道
路
建
設
に
あ
た
っ

て
は
基
地
永
続
化
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
政

府
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
塩
川
議
員
は
、
「
所
沢
市
も
、
わ
ざ
わ
ざ
迂
回
の
ル

ー
ト
も
提
案
し
、
施
設
の
移
転
新
築
を
お
こ
な
わ
な
い

道
路
建
設
を
要
望
し
て
い
る
」
「
い
ま
あ
る
通
信
施
設

は
『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
あ
る
通
信
施
設
』
と
防
衛
庁

も
説
明
し
て
い
る
。
道
路
建
設
を
口
実
に
、
最
新
鋭
の

施
設
に
建
て
替
え
と
な
れ
ば
、
全
面
返
還
と
い
う
市
民

の
悲
願
は
ず
っ
と
遠
の
く
こ
と
に
な
る
」
と
、
政
府
に

施
設
の
移
転
新
築
を
伴
わ
な
い
連
絡
道
路
の
早
期
建
設

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

�

こ
れ
に
た
い
し
、
枡
田
一
彦
政
府
参
考
人
は
、
「
い

ま
の
段
階
で
具
体
的
に
移
転
ま
で
考
え
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
」
と
答
弁
し
、
将
来
の
移
転
の
可
能
性
を
否
定

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
時
に
茂
木
敏
充
外
務
副
大
臣
は
、

「
地
方
自
治
体
の
要
望
も
可
能
な
限
り
実
現
し
て
い
き

た
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

予算委員会分科会で質問する塩川議員（２月２７日）

所沢・斎藤市長（右）と懇談し、要望を聞く塩川議
員（右から２人目）、柳下礼子県会議員（同３人目）、
所沢市議団（左）＝１月２７日・所沢市役所

�柳下礼子県議は議会のたびに所沢米

軍基地問題を取り上げてきましたが、

昨年９月議会でも基地返還と東西連絡

道路について知事にたいし、１日も早

い実現に努力するよう求めました。柳

下県議の質問にたいし土屋県知事は、

「県としても防衛施設庁に連絡道路の

建設を要求し、今回、調査のための予

算がつき、重要な一歩を踏み出した」

と答弁しました。

　
所
沢
市
の
連
絡
道
路
建
設
計
画
構
想
で
は
基
地
内
の

通
信
施
設
や
倉
庫
を
迂
回
す
る
提
案
（
裏
面
図
１
参

照
）
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
東
京
防
衛
施
設
局
が

昨
年
、
所
沢
市
に
出
し
た
資
料
で
は
通
信
施
設
と
倉
庫

の
真
ん
中
を
抜
け
る
東
西
道
路
の
予
定
地
の
幅
二
百
メ

ー
ト
ル
区
間
の
現
況
平
面
図
（
裏
面
図
２
参
照
）
を
作

成
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
沢
市
に
出
し
た

予
算
説
明
文
書
の
タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
が
「
所
沢
通
信

施
設
の
一
部
移
転
に
係
る
調
査
費
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
塩
川
衆
院
議
員
は
こ
れ
で
は
基
地
施
設
の
移
転
新
築

が
前
提
と
な
っ
た
連
絡
道
路
計
画
で
は
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
。

�

こ
れ
に
た
い
し
、
防
衛
施
設
庁
の
枡
田
一
彦
政
府
参

考
人
は
、
二
百
メ
ー
ト
ル
幅
に
つ
い
て
は
現
況

調
査
の
た
め
で
、
あ
く
ま
で
一
案
で
あ
る
こ
と
、

一
部
移
転
と
い
う
文
言
は
「
正
確
性
を
欠
い
た

記
述
」
と
答
弁
を
し
ま
し
た
。



　
塩
川
議
員
は
基
地
の
返
還
、
一
部
開
放
は
日
米
地
位

協
定
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
地
位
協
定
の
見

直
し
の
要
望
が
地
方
自
治
体
に
も
広
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
そ
の
見
直
し
を
政
府
に
求
め
ま
し
た
。

�

す
で
に
沖
縄
県
、
神
奈
川
県
、
東
京
都
か
ら
見
直
し

の
条
文
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
県
か
ら
は
「
日

本
政
府
は
、
施
設
・
区
域
の
所
在
す
る
都
道
府
県
や
市

町
村
か
ら
の
意
見
を
聴
取
し
、
施
設
・
区
域
の
存
在
が
、

当
該
自
治
体
の
振
興
開
発
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
場
合
は
、
米
国
政
府
は
、
そ
の
要
請
に
応
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
旨
を
明
記
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま

す
。

�

塩
川
議
員
は
、
こ
の
点
を
あ
げ
、
米
軍
基
地
が
街
づ

く
り
を
阻
害
し
て
い
る
場
合
に
、
自
治
体
の
立
場
を
踏

ま
え
て
何
ら
か
の
協
議
を
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
、
地

方
自
治
体
の
要
望
に
前
向
き
に
対
応
す
べ
き
と
質
問
し

ま
し
た
。

�

こ
れ
に
た
い
し
茂
木
副
大
臣
は
「
地
位
協
定
に
つ
い

て
は
、
そ
の
時
々
の
問
題
に
つ
い
て
運
用
の
改
善
に
よ

っ
て
機
敏
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
合
理
的
」
と
、
従

来
の
答
弁
を
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
塩
川
議
員
は
「
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
攻
撃

を
す
す
め
る
米
軍
横
田
基
地
と
一
体
な
の
が
、
所
沢
・

大
和
田
通
信
基
地
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
を

後
押
し
す
る
米
軍
基
地
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
強

く
指
摘
し
ま
し
た
。

　米軍横田基地の機関紙「フジ・フライヤー」記載によれば・・

　横田基地にある３７４通信中隊の出先基地として、所沢は送信基

地、大和田は受信基地としての役割を負っています。小さな電力で

遠距離通信が可能な短波通信により５つの役割を負っています。

�○　外交通信

�○　緊急行動メッセージ

�○　米空軍の航空通信

�○　気象情報

�○　第七艦隊を支える

�

★　外交活動の通信とＥＡＭの通信は、大統領を頂点としたアメリ

　　カの国家戦略にかかわるもので、軍事行動開始の大統領令を含

　　むものと理解されます。

★　また、米軍所沢・大和田通信基地が米海軍第七艦隊の艦対地通

　　信を支える役割を負っていることも明らかになりました。

航空公園

米軍通信基地

　
塩
川
議
員
は
「
埼
玉
県
内
に
は
所
沢
通
信
施
設
、
大

和
田
通
信
所
、
キ
ャ
ン
プ
朝
霞
の
三
カ
所
の
米
軍
の
施

設
が
あ
り
、
毎
年
、
埼
玉
県
基
地
対
策
協
議
会
か
ら
政

府
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
望
書
の
な

か
で
も
三
つ
の
米
軍
基
地
の
返
還
を
求
め
て
い
る
が
、

ぜ
ひ
と
も
、
こ
う
い
っ
た
地
元
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

米
軍
基
地
の
早
期
全
面
返
還
へ
む
け
ア
メ
リ
カ
側
に
働

き
か
け
を
」
と
要
求
し
ま
し
た
。

�

こ
れ
に
た
い
し
茂
木
副
大
臣
は
「
埼
玉
県
内
の
施

設
・
区
域
に
つ
い
て
は
日
米
安
全
保
障
条
約
の
目
的
達

成
の
た
め
に
必
要
な
施
設
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時
点

で
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
、
米
軍

優
先
の
立
場
を
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

（ＥＡＭ）

図１　所沢市が示した東西道路
　　　案の一つ

図２　東京防衛施設局が示した
　　　調査範囲（斜線部分）

※防衛施設庁及び所沢市の示した図面から、
　イメージ図を作成

は、基地内の管理道路

は、通信施設と倉庫

（　　　　部分）

(2000.11.3)

部分が想定されている道路




